
について

　　　　　　　そのままにしていると、数分後ベルが再鳴動します。

５　警戒区域図を見て、現場の確認に行きます。

６　実火災の時は、初期消火・避難誘導・１１９番をして下さい。

９　交流電源のみランプ緑点灯で監視状態に戻ります。

７　誤報時は、⑥の復旧スイッチを１回押して下さい。

　　③が点灯している時は、その場所に行って、発信器のフタを開け、中に爪で引っかける
　　復旧レバーが上にあげて、直します。再度⑥を押して下さい。

８　①と②のランプ等が消えてから、④と⑤を１回押して下さい。

２　②に番号が出ますので、上下の番号を控えます。

３　③が点灯しているか確認します。

４　④と⑤を一回押します。ベルの鳴動が一旦停止します。

１　感知器、発信器が作動すると、受信機の①と②が点灯し、ベルが鳴ります。

自動火災報知設備・誤報対処方法

・実火災の時は操作しない。が基本です。

・誤報時の対処方法。

・監視状態は、交流電源のランプ緑点灯のみの状態です。

１

２

３

４ ５

番号がでる

番号がでる

２

６

上の番号と、下の番号

を控えて下さい。

監視状態：緑点灯のみ

ここのフタを開け（爪で上に上げる）

中に爪で引っかける復旧レバーが

有り上にあげて、直します。


